
音 楽 科 学 習 指 導 案
【題 材】いろいろな音色を感じ取ろう（『木星』『ラバーズコンチェルト』『ボイスアンサンブル』）

(A表現（２）ア・イ（イ）・ウ（イ），（３）ア（ア）（イ）・イ（ア）・ウ（ア），B（１）ア）

考察 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

育成を ・曲想とパートの役割に合う音色と ・パートの役割に合う音色で演奏すること ・曲想とパートの役割との関わりに関心
目指す の関わりについての理解 について思いや意図をもつ力 をもち，曲想やパートの役割に合う音
資質 ・パートの役割に合う音色で，演奏 ・曲想とパートの役割に合う音色との関わ 色を考えながら，主体的に表現したり
能力 したり音楽をつくったりする技能 りによって生まれるよさを見いだし，曲 聴いたりしようとする態度

全体を味わいながら聴く力

児童の ・曲想と音色との関わりについて理 ・音の重なりや音色を生かして演奏するこ ・音の重なりに関心をもち，曲想に合う
実態 解し，それらを生かして表現して とに思いや意図をもったり，それらを味 音の重なりや音色を考えながら，進ん

きている。 わいながら聴いたりしてきている。 で表現したり聴いたりしてきている。
・パートごとに役割があることや， ・パートの役割を学習するのは初めてだが， ・自分の旋律や友達の旋律の違いに関心
パートの役割に合う音色で演奏す 旋律が重なるときに，旋律ごとに音色を をもてているが，旋律やパートの役割
ることは初めて学習する。 変えるとよいと気付いている児童もいる。 まで意識した演奏には至っていない。

価値 ・

・パートの役割が分かりやすい鑑賞 ・パートの役割を視点にして工夫を考える ・各パートの役割が分かりやすい曲を聴
曲と表現曲を用いて，鑑賞，合奏， ことは，自分の音色を生かした演奏の達 いたり表現したりすることは，自分の
音楽づくりを行うことは，段階を 成度を把握することができ，パートの役 パートの演奏について深く聴いたり，
追ってパートの役割について考え 割に合う音色に思いや意図をもてる。 詳しく音楽表現の工夫を考えたりする
られ，曲想とパートの役割に合う ・金管・木管・弦・打楽器の各パートの役 ことにつながるため，パートの役割や
音色との関わりを理解することが 割が交代していく曲を聴くことは，パー 曲想に合う音色で主体的に聴いたり表
できる。そして，鑑賞曲で気付い トの役割やそれに合う音色と曲想とを結 現したりできる。
たパートの役割に合う音色を生か び付けやすいため，曲想とパートの役割 ・合奏やつくった音楽を発表する機会を
して，演奏したり，音楽をつくっ との関わりから生まれるよさを見いだし， 設定することは，達成感を得ることが
たりできる。 曲全体を味わいながら聴ける。 でき，今後の鑑賞や表現に生かせる。

見方・考え方 音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音色とその働きの視点で捉え，曲想とパートの役割とをつなげて考えている。

今後の学習 ６年「いろいろな和音の響きを感じ取ろう」で，それぞれの旋律の音を聴き取り，和音の響きを味わいながら演奏する学習へと発展していく。

合奏において，それぞれの旋律や楽器のパートには「主な旋律・飾りの旋律・響きを豊かにする和音・支える低音」といった役割が
ある。曲の中では，それらの役割に合う音色で演奏されることで，その曲特有の曲想が生まれたり，場面によってパートの役割が代わ
っていくことで曲想に変化が生まれたりする。





本時の学習（３／１０時間目）

ね ら い 金管楽器・木管楽器・弦楽器・打楽器の各パートの役割を基にして聴き取った音色を伝え合ったり，伝え合ったことを基に曲を繰り返し聴い
たりすることを通して，曲想とパートの役割に合う音色との関わりから生まれるよさを見いだし，曲全体を味わって聴くことができる。

評価項目 曲想と各パートの役割に合った音色との関わりについて，発言したり記述したりしている。 ＜表現・記述②＞

学習活動と児童の意識 指導上の留意点

１ 本時のめあてをつかむ。 ○前時で自分が選択したパート（金管楽器，木管楽器，弦楽器，打楽
・それぞれの楽器のパートには「主役・背景役・盛り上げ役・支える役」と 器）の役割に合う音色を想起できるように，前時で作成した場面ご
いった役割があったな。曲想を表すために，金管楽器は主役のときには華 とに聴き取った音色について記述したカードを振り返るよう促す。
やかな音色だったり支えているときには落ち着いた音色だったりしたな。 〇曲想と各パートの役割の関わりを，聴きながら考えるという本時の

見通しがもてるように，アの最初の場面の，各パートの役割につい
・ア「大きな木星が迫ってくる感じ」やイ「穏やかな木星を眺めている感 て問いかける。
じ」という曲想を表すために，それぞれの楽器のパートでは役割に合わ
せてどんな音色で演奏しているのだろうか。 （課題意識）

めあて：曲想とそれぞれの楽器の役割の関わりを，聴きながら調べよう。

２ 曲を聴きながら，各パートの役割やそれら関わりを考えながら聴く。 〇自分が選択したパート以外の，各パートの役割や，それに合う音色
・アの曲想を表すために，金管パートは，主役として華やかな音色で演奏し について気付けるように，各楽器のパートから１名ずつ集まったグ
ているよ。弦楽器は細かい音が集まっているような音色の響きをつくるこ ループを編成し，聴き取った音色や，その音色から想像したことを
とで，宇宙の雰囲気を出す役割があるんだね。 伝え合うよう促す。
・最初の場面は弦楽器と木管楽器が響きをつくって，華やかな音で主役が登 〇自分と友達のパートが関わり合って，曲想が生まれていることに気
場しているね。宇宙の中で木星が表れる感じがするよ。その後に，打楽器 付けるように，タブレット上で，ア の曲想と各パートの役割に合う
が堂々とした音で登場するのは，主役を支えている感じがするね。 音色のカードを，話し合いながら一枚のテキストにまとめるよう促
・友達の役割のことも知ってから聴くと，曲想を表すためにそれぞれの楽器 す。
が音色を工夫して演奏していることが分かったよ。 〇一枚にまとめた，曲想と各パートの音色との関わりを音で確かめる
・アの途中から聴いたグループの友達が言うように，弦楽器，木管楽器，金 ことができるように，話合いの中で，適宜タブレットで曲を聴くよ
管楽器と主役が次々と変わって，さらに打楽器が入ってくることで迫力の う促す。
ある音色になっているよ。他の場面はどうかな。 〇アの場面の中でも，パートの役割や，それに合う音色が変化するこ
・イの場面では，主役が弦楽器に変わるね。金管楽器や木管楽器は，弦楽器 とに気付けるように，友達のグループがまとめたテキストを共有し，
に合う優しい音色で響きをつくっているね。途中から登場する打楽器も， 考えたことを伝え合うよう促す。
アとは違って，はっきりした音で演奏して支えている感じがするよ。 〇別の場面でも，曲想とパートの役割に合う音色との関わりを考える

ことができるように，イやア'の場面でも，曲想と各パートの役割に
・主役として華やかな音色や，穏やかな音色で演奏するパートと，広がり 合う音色を，話したり聴いたりしながら整理するよう促す。
を表す音色の響きを出すパート，堂々とした音色で支えるパート等が関 〇曲想とパートの役割に合う音色との関わりから生まれるよさに気付
わり合って，曲想が表れていることが分かったよ。（課題を解決した意識） けるように，曲想を表すために各パート同士の関わり方や，その際

に生まれる音色について問いかける。
３ 本時の学習の振り返りをする。
・それぞれのパートがそれぞれの役割に合う音色で演奏をすると，曲想を表 ○次時では，パートの役割に合う音色を生かして演奏ができるように，
せることがわかったよ。次は，パートの役割に合う音色で演奏したいな。 パートの役割と音色を関わらせて鑑賞できたことを称賛する。


